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◆取得学位：社会福祉学修士，Master of Primary Health Care Management，看護学博士 

◆主な著書・論文等 

著書・論文等の名称 全著者名 掲載誌名 出版年月(西暦) 巻 号 頁 

現行の在宅援助サービス導入に見る特徴 

－必要な早期の問題把握と援助の枠組みづくり－ 

坂本真理子 愛知県立看護大学紀要 1996年12月 ２  89-94 

保健医療福祉職の援助課程における判断過程と特性

－質的研究の試み 

神谷弘美，後藤真澄， 

坂本真理子，若松利昭 

社会福祉学 1998年６月 39 １ 84-89 

訪問記録の質的分析からみた要介護高齢者と介護者

の在宅生活の適応プロセスにおける在宅支援者の役

割 

坂本真理子 日本地域看護学会誌 2002年３月 14 １ 88-94 

保健師の活動事例から導く地域国保健活動におけ困

難さの内容 

坂本真理子，水谷聖子， 

小塩泰代 

国際保健医療 2004年12月 19 １ 11-18 

戦後復興期から高度成長期における保健婦活動の取

り組みの特徴 

～発展途上国への活用にむけて～ 

坂本真理子，若杉里実， 

錦織正子 

愛知医科大学看護学部紀要 2005年12月 ４  ９－16 

行政保健師が育成する保健ボランティア活動の実態

と担当者がとらえる課題 

－Ａ県での実態調査結果をもとに 

坂本真理子 愛知医科大学看護学部紀要 2008年12月 ７  47-53 

地域看護過程演習の学びのプロセスとその効果 若杉里実，坂本真理子 日本看護学教育学会誌 2010年７月 20 １ 15-24 

保健師として活動する卒業生が抱える課題と支援ニ

ーズ 

坂本真理子，水谷聖子， 

若杉里実，片倉和子， 

福岡千勢，宮島早代， 

光岡麻衣子，酒井佳織， 

谷真由香，舟橋亜矢子 

愛知医科大学看護学部紀要 2011年12月 10  １-10 

国際看護・保健 丸井英二，森口育子， 

李節子編 

坂本真理子(一部執筆) 

弘文堂 2012年１月   69-74 

開拓保健婦が残したもの 坂本真理子 保健の科学 2016年12月 58 12 817-821 



外国人労働者居住地域における外国人保護者への子

育て支援の取り組み 

大橋裕子，坂本真理子， 

淺野いずみ，水谷聖子， 

橋本秀実，オチさや香， 

佐藤槙子，村石正枝 

生活指導研究 2017年 34  ７-13 

ブラジル人コミュニティにおける母子保健及び子育

て情報の伝達上の課題－愛知県Ａ市における外国人

の母親を対象とした実態調査を通じて－ 

坂本真理子，淺野いずみ， 

橋本秀実，大橋裕子， 

水谷聖子 

愛知医科大学看護学部紀要 2017年12月 16  59-67 

現代の母性看護Ⅳ－３ 在日外国人母子への支援 入山茂美，春名めぐみ， 

大林陽子編  

坂本真理子(一部執筆) 

名古屋大学出版会 2018年２月   189-199 

地域保健の原点を探る―第 5 章 開拓保健婦の足跡 中村安秀編著 

石川信克，佐藤寛，大石和

代，坂本真理子，小川寿美

子，當山紀子 

杏林書院 2018年７月   86－104 

保健師業務要覧 

 第 4章―家庭訪問，地区組織活動・グループ支援 

井伊久美子，勝又浜子，森

永由美子，荒木田美香子，

坂本真理子，村嶋幸代編著 

日本看護協会出版会 2019年11月   194-199  

217-220 

◆競争的資金による主な研究 

研究テーマ 実施年月(期間) 外部資金名 

ケーススタディによる看護分野における国際協力活動に必要な基本的ファクタ

ーの研究 

1997年～1999年 文部省科学研究費補助金(萌芽的研

究)(研究代表者) 

スリランカにおける生活習慣病(糖尿病)の自己コントロールの支援環境の確立

に向けて 

2002年～2004年 文部省科学研究費補助金基盤研究 

(Ａ・Ｂ)(海外)(研究分担者) 

戦後日本の健康水準の改善経験を途上国保健医療システム強化に活用する方策

に関する研究 

2003年～2005年 厚生労働省科学研究費補助金社会保

障国際協力推進事業(研究分担者) 

在日外国人母子への情報提供を促進するコミュニティ・ブリッジ・ワーカー 2012年～2015年 科学研究費基盤研究(Ｃ)(研究代表

者) 

多文化に対応する子どもと親のための健康教育ハンドブックの開発 2016年～2019年 科学研究費基盤研究(Ｃ)(研究代表

者) 

「戦後日本の開発社会学～高度成長の社会的前提条件」 2016年～2018年 科学研究費基盤研究(Ｂ)(研究分担

者) 

保健師活動の展開推進及び統括保健師の役割遂行力開発 2019年～2021年 厚生労働科学研究費補助事業(研究分

担者) 

 


